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プログラムおよび目次

1日目

お名前は発表者の方のみ記載しております

縫 伸 L― 調を略 嚇 。

課題セッシヨン・ICT活用教育部会 (1)

統合テーマ :ICTを活用した入学段階の学力確保に向けて

セッションテーマ :到達度テスト・プレイスメントテス ト

1.山梨大学におけるプレイスメントテス ト

2.プ レイスメントテスト実施方法に関する一考察

3 全学を対象とした入学時基礎力調査の試行的実施

4.デ ィスカッション

8月 29日 10時 00分～11時 30分 5102教室

司会 :小松川 浩 (千歳科学技術大学)

日永 青目彦 (山梨大学)

仲道 雅輝 (愛媛大学)

中嶋 輝明 (北星学園大学)

課題セッションロ英語部会

統合テーマ :リ メディアルからグローバル人財育成ヘ

8月 29日  10時 ∞分～11時 30分 5301教室

山内 真理 (千葉商科大学)

山本ソリス 梓 (立正大学)

１

　

　

　

　

２

４

　

　

　

５

企画の概要・登壇者紹介 司会 :牧野 員貴 (近畿爛

グローノウ曜頓諄 習とリメディアル教育の連携でグロ
 林 裕子 (福岡大学)

―バル人財育成ヘ

基礎固めをねらうアウトプット重視の英語授業

リメディアルクラスでの 10Ⅷ inute Writing

グロー′シИこ意識を変えるための トップダウンからの
 出野 由紀子 (東洋大学)

カタカナ利用

指定討論者                    浅野 享三 (南山大学短期大学部)

7.ディスカッション
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一般発表・その他 (‐2)||

1.外部評価を取り入れながら行う教員間連携授業取り組

みについての実践報告

2 英語学習に対する自己効力感とプレゼンに対する自己

効力感の関係性に関する初期的研究

3 入学前リメディアル教育 (eラーニング)における、学

習タイプ別傾向と分析

8月 29日 10時 00分～11時 30分 5306教室

松本 幸― (九州国際大学)

石井 研司 (立命館大学)

太田 義器 (摂南大学)

4

46

特別議

企画の目的・講師紹介

講演 :「学校教育全体における大学教育の位置づけ」

8月 29日 13時 20分～14時 20分 5102教室

司会 :矢田部 順二 (広島修道大学)

穂屋下 茂 (佐賀大学,学会会長)

秋山 卓也 (文部科学省・高等教育局高等教育企

画課・高等教育政策室室長補佐)

晨
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う
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員
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シシポジウム1「学力と学ぶ力のトータルプロデュース」 8月 29日 15時 20分～17時 20分 5102教室

1  企画の趣旨説明・登壇者紹介

2.初等教育と連携した高校版リメディアル教育の展開

3 鳥取県の高等学校教育における学習科学の知見の導入

4 高大の接続教育を考える

5 ディスカッション

司会 :御園 真史 (島根大学)

御園 真史 (島根大学)

佐藤 誠 (島根県立横田高等学校)

千代西尾 祐司 (鳥取県教育委員会事務局

高等学校課高校教育企画室 指導主事)

椋本 洋 (立命館大学)
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一般発表・学習支援 (2)

1  高大連携授業への挑戦

2 学習意欲および学習理解をうながす課外学習会「学ス

テ」

3  リメディアル教育・初年次教育の連携と学習支援への

展開

8月 29日 15時 20分～16時 50分 5304教室

高階 悟 (秋田県立大学)

山本 祐実 (摂南大学)

杉森 公― (金沢大学)

一般発表・英語 (2)

学習者い理に配慮したシヤドーイング教授法の提案  濱田 陽 (秋田大学)

8月 29日 15時 20分～16時 50分 5305教室

(広島文教女子大学)

関西大学)

１

　

　

　

　

２

An Online Envirorlllent fOr Raislng Awareness of  PORTER Mathew

Engiish Pronunciation

高校生のリメディアルのためのシヤ ドーイングを中心
 古田 篤子 (元

とした教材の開発

二
―

・その他 (3)

1.学 生の自己教育力を育てるための学習者特性を記載 し

た個票

8月 29日 15時 20分～16時 50分 5306教室

野崎 浩成 (愛知教育大学)

２

　

　

　

　

３

短期大学における基礎教養ゼミの実践と評価

地方短期大学における学生の主体的参加を高める入学

準備プログラムの開発

小林 佐知子 (大垣女子短期大学)

渋谷 有陪  (鈴鹿短期大学)
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一般発表・学習支援 (3)

1.学習支援センターのスタッフ業務および研修会の取り

継

2 問いをベースにした講義科目の実践

石毛 弓 (大手前大学)

赤堀 侃司 (白鴎大学)

3.多様な大学生の学習支援ニーズに応えるかかわりとは 下坂 岡1(四国大学)

8月 30日 10時 00分～11時 30分 5303教室

130

う
乙

う
０

■般発表・ICT活用教育 8月 30日 10時 00分～11時 30分 5304教室

1_大学生の状況認識力の向上を目的とした ICレコーダ
辻 洋一郎 (桃山学院大学)          134

訓練の効果について

2.デ ジタル表現技術者養成プログラムにおける修了研究
 古賀 崇朗 (佐賀大学)            136

の評価方法の検討

3 Moodleの利用が学業成績に与える影響 中西 大輔 (広島修道大学)

Ｏ
Ｏ

う
０

議 ・その他 (4)

1.アクティブラーニング授業を推進するための教材作成

と学修支援・評価について

2. リメディアル教育における “表現の基曜'の重要性に

ついて

3  1CTを活用した来日前に役立つ留学生のための日本語

翔

8月 30日 10時 00分～11時 30分 5305教室

穂屋下 茂 (佐賀大学)

森友 令子 (大阪国際大学)

早瀬 郁子 (佐賀大学)

140

０
乙

■
■

144

一般発表・その他 (5)

フィンランドにおけるリメディアル教育

ある大学の廃校を通じて日本の大学の在り方を再考す

る

3 中規模私立大学の留学生担当教員が抱える諸課題

8月 30日 10時 00分～11時 30分 5306教室

寺田 貢 (福岡大学)

鷲北 貴史 (高崎経済大学)

永岡 悦子 (流通経済大学)

月
十

148

150
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課題セッシヨン・申

統合テーマ :学びを紡ぐ教職協働とは

1  企画の概要・登壇者紹介

2.教員・職員・学生が協働するeラーニング教材制作

全学的な教学機関の FD推進事務局を担う職員の役割

「高等教育に関する専門職員」の業務にみる教職協働

の側

8月 30日 14時 50/D-16時 20分 5302教室

司会 :椋本 洋 (立命館大学)

米満 潔 (佐賀大学)

吉岡 路 (立命館大学)

児玉 英明 (京都三大学教養教育研究・推進機

構)
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３
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5  ディスカッション

185

188

190

う
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課題セッション・ ICT活用教育部会 (3) .

統合テーマ :ICTを活用した入学段階の学力確保に向けて

セッションテーマ :入学前後のリメディアル教育

1  学力試験を課さない入試区分合格者に対する

ぃLearningを 活用した入学前教育の実践

e―TOEICコ ース開講に向けてのシステム構築

共通基盤システムを利用した入学前後におけるリメデ

ィアル教育から基礎教育への繋がり

ディスカッション

8月 30日 14時 50分～16時 20分 5303教室

司会 :穂屋下 茂 (佐賀大学)

森川 修 (鳥取大学)

藤井 俊子 (佐賀大学)

湯川 治敏 (愛知大学)

一般発表・英語 (4)

1  多様な英語力の学生が混在する大学 3年生クラスにお

ける携帯電話を利用したスピーチ指導実践報告

2 英語学習に対する不安軽減要因が学習意欲におよばす

影響についての検証

3.小中高大連携の英語教育における大学の役割

8月 30日 14時 50分～16時 20分 5304教室

牧野 員貴 (近畿大学)

平野 順也 (熊本大学)

松本 由美 (玉川大学)
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